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給
きゅう

食
しょく

費
ひ

 

寝
ね

屋
や

川
がわ

市
し

では、１年
ねん

生
せい

から６年
ねん

生
せい

までの給
きゅう

食
しょく

費
ひ

が

一
いち

律
りつ

の金額
きんがく

になっています。 

給
きゅう

食
しょく

費
ひ

はすべて食
しょく

材
ざい

料
りょう

費
ひ

にあてられます。給
きゅう

食
しょく

運
うん

営
えい

に必
ひつ

要
よう

な施
し

設
せつ

・光
こう

熱
ねつ

水
すい

費
ひ

などはすべて市
し

が負
ふ

担
たん

しています。
 

 

 

１か月
げつ

 3,700円
えん

（８月
がつ

のみ 1,200円
えん

） 

ただし１年
ねん

生
せい

のみ４月
がつ

は 1,800円
えん

 
 

学
がっ

校
こう

給
きゅう

食
しょく

の栄
えい

養
よう

と献
こん

立
だて

作
さく

成
せい

 

成
せい

長
ちょう

期
き

の子
こ

どもたちに特
とく

に必
ひつ

要
よう

でありながら不
ふ

足
そく

しがちと言
い

われるカルシウム・鉄
てつ

・ビタミン類
るい

・食
しょく

物
もつ

繊
せん

維
い

の摂
せっ

取
しゅ

基
き

準
じゅん

は、１日
にち

の必
ひつ

要
よう

量
りょう

の１/3以
い

上
じょう

とる

こととなっています。
 

 

 児
じ

童
どう

が、各
かく

栄
えい

養
よう

素
そ

をバランス良
よ

くとりつつ、様
さま

々
ざま

な

食
しょく

品
ひん

に触
ふ

れられるよう、食
しょく

事
じ

内
ない

容
よう

の充
じゅう

実
じつ

を図
はか

って

います。また、給
きゅう

食
しょく

を活
かつ

用
よう

した食
しょく

に関
かん

する指
し

導
どう

につ

ながるように献
こん

立
だて

を考
かんが

えています。 

 

寝
ね

屋
や

川
がわ

市
し

の小
しょう

学
がっ

校
こう

の給
きゅう

食
しょく

を紹
しょう

介
かい

します。 

 

 

毎
まい

月
つき

１９日
にち

の「食
しょく

育
いく

の日
ひ

」には、子
こ

どもたちが

よくかむことを意
い

識
しき

できるように「かみかみ献
こん

立
だて

」

を入
い

れています。 

 

食
しょく

物
もつ

アレルギー対
たい

応
おう

について 

「 小
しょう

学
がっ

校
こう

における 食
しょく

物
もつ

アレルギー対
たい

応
おう

ガイドラ

イン」に基
もと

づき、医
い

師
し

の診
しん

断
だん

により必
ひつ

要
よう

な場
ば

合
あい

は   

「除
じょ

去
きょ

食
しょく

・代
だい

替
たい

食
しょく

」の対
たい

応
おう

を行
おこな

っています。 

果
くだ

物
もの

は、生
なま

のものを使
し

用
よう

することがあります
 

。 
 

詳
くわ

しくは各
かく

校
こう

でご相
そう

談
だん

ください。 

牛
ぎゅう

乳
にゅう

 

子
こ

どもたちの発育
はついく

に必要
ひつよう

なタンパク質
しつ

やカルシウム

が多
おお

く含
ふく

まれています。給 食
きゅうしょく

の牛 乳
ぎゅうにゅう

は 200mlの紙
かみ

パック入
い

りです。 

 

給
きゅう

食
しょく

は教
きょう

育
いく

の一
いっ

環
かん

です。 

学
がっ

校
こう

給
きゅう

食
しょく

の「７つの目
もく

標
ひょう

」 

１ 健
けん

康
こう

の保
ほ

持
じ

増
ぞう

進
しん

を図
はか

ること 

２ 健
けん

全
ぜん

な食
しょく

生
せい

活
かつ

を営
いとな

むことができる判断力
はんだんりょく

を

培
つちか

い、望
のぞ

ましい食
しょく

習
しゅう

慣
かん

を 養
やしな

うこと 

３ 明
あか

るい社
しゃ

交
こう

性
せい

及
およ

び共
きょう

同
どう

の精
せい

神
しん

を養
やしな

うこと 

４ 生
せい

命
めい

及
およ

び自
し

然
ぜん

を尊
そん

重
ちょう

する精
せい

神
しん

並
なら

びに環
かん

境
きょう

の

保
ほ

全
ぜん

に寄
き

与
よ

する態
たい

度
ど

を養
やしな

うこと 

５ 勤
きん

労
ろう

を重
おも

んずる態
たい

度
ど

を養
やしな

うこと 

６ 伝
でん

統
とう

的
てき

な食
しょく

文
ぶん

化
か

の理
り

解
かい

を深
ふか

めること 

７ 食
しょく

料
りょう

の生
せい

産
さん

・流
りゅう

通
つう

及
およ

び消
しょう

費
ひ

について正
ただ

しい

理解
り か い

に導
みちび

くこと 

 

ごはん
 

 

週
しゅう

に３回
かい

、給
きゅう

食
しょく

室
しつ

でごはんを炊
た

いています。 

米
こめ

は１００％国
こく

産
さん

米
まい

を使
し

用
よう

しています。食
しょく

物
もつ

繊
せん

維
い

が

とれるよう雑
ざっ

穀
こく

米
まい

や麦
むぎ

を混
ま

ぜて炊
た

くこともあります。 

パ ン 

無
む

漂
ひょう

白
はく

の小
こ

麦
むぎ

粉
こ

を使
つか

い、ショートニング（油
ゆ

脂
し

）・脱
だっ

脂
し

粉
ふん

乳
にゅう

・砂
さ

糖
とう

・塩
しお

・イースト等
など

副
ふく

資
し

材
ざい

をこねて焼
や

きま

す。おかずの味
あじ

をそこなわないように甘
あま

みは抑
おさ

えつつ、

味
あじ

や形
かたち

に変
へん

化
か

をつけています。 

【パンの種
しゅ

類
るい

】 

コッペパン・食
しょく

パン・黒
こく

糖
とう

パン・アップルパン 

ブランパン・パーカーパン・ナン 等
など

 

 

おかず 

栄
えい

養
よう

面
めん

・嗜
し

好
こう

面
めん

を考
こう

慮
りょ

して、寝
ね

屋
や

川
がわ

市
し

内
ない

全
ぜん

校
こう

で統
とう

一
いつ

献
こん

立
だて

になっています。 

食
しょく

材
ざい

は、安
あん

全
ぜん

性
せい

・品
ひん

質
しつ

共
とも

に吟
ぎん

味
み

し、肉
にく

は国
こく

産
さん

のも

のを使
し

用
よう

しています。また、加
か

工
こう

食
しょく

品
ひん

をできるだけ

控
ひか

え、手
て

作
づく

りの味
あじ

を大
たい

切
せつ

にしています。 

行
ぎょう

事
じ

食
しょく

も取
と

り入
い

れています。 

食
しょく

育
いく

の取
と

り組
く

み 

昨
さく

年
ねん

度
ど

に引
ひ

き続
つづ

き、今
こん

年
ねん

度
ど

もご家
か

庭
てい

に配
はい

付
ふ

する献
こん

立
だて

表
ひょう

にて、給
きゅう

食
しょく

に出
で

てくる食
た

べ物
もの

が登
とう

場
じょう

する本
ほん

を

紹
しょう

介
かい

していきます。 

新
しん

型
がた

コロナウイルス感
かん

染
せん

防
ぼう

止
し

対
たい

策
さく

として、健
けん

康
こう

観
かん

察
さつ

と

手
て

洗
あら

いを徹
てっ

底
てい

し、衛
えい

生
せい

的
てき

に配
はい

膳
ぜん

するように努
つと

めます。 


